


エイブル・アート・ムーブメント30周年

記念フォーラム開催にあわせて作成した、

問いを通してこれからを考えるための本

です。エイブル・アート・ムーブメントに

関わってきた人たちが持ち寄った“これ

から、みんなで考えたい問い”を並べま

した。これらの問いには、決まった答え

はありません。また、どのページから読ん

でいただいても構いません。ぜひ、一緒に

活動する人たちや、これから出会う人た

ちとの対話の種としてご活用ください。

この冊子が、これからの30年を耕す一歩

につながれば幸いです。

この本の使い方

1995年に始動したエイブル・アート・ムーブメント。

障害の有無に関わらず、社会的に弱い立場にある人たちのニーズ

から社会を構想し、“オルタナティブな生のあり方”を提案してき

た市民芸術運動は、今年で30周年を迎えます。この間、国内外、

分野を超え、さまざまな実践が生まれました。

それぞれの実践は、非連続のようでいて地下茎のように見えない

ところでつながり、 共鳴しながら、新たな芽や兆しを生む土壌を

育んできました。それはまた、水のながれのようでもあります。

あるときは合流し、また離れ、それぞれの場所で形を変えながら

各地での活動は継続してきました。

このたび30周年を記念し、このムーブメントの実践における“今”

と“これから”を共有します。「人間らしく豊かに生きること」を 

可能にするアートの力を改めて確かめ合い、それぞれに問いを 

持ち帰る時間になればと思います。ページをめくるたびに、心の

なかに、小さな問いが生まれてくるかもしれません。新たな問いと

向き合いながら、これからの30年をともに歩んでいきましょう。









































エイブル・アート・ムーブメント30周年記念

Space for the Next Things　もっと自由に、もっとオルタナティブに

2025.11.28（金）─ 30（日）

京都市京セラ美術館　講演室、光の広間

主催：一般財団法人たんぽぽの家

共催：NPO法人エイブル・アート・ジャパン

後援：京都市

協力：京都市京セラ美術館

助成：公益財団法人パブリックリソース財団「矢倉孝一 メモリアル基金」 「井上圭子 

メモリアル基金」 「アート＆ヘルス基金・Good Job!基金」 共同助成プログラム

協賛：トヨタ自動車株式会社、株式会社中川政七商店、株式会社ハーバー研究所、

株式会社内田洋行、株式会社ソフィア、株式会社桶谷ホールディングス、

菅公学生服株式会社、関西電力株式会社、近畿労働金庫、

株式会社クリエイティブマンプロダクション、サン美術印刷株式会社、

山陽製紙株式会社、JOHNAN株式会社、タビオ奈良株式会社、

株式会社ノンストレス、三井不動産レジデンシャル株式会社、
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『これからの 30年を耕す問い』

2025 年 11月28日第 1刷発行

発行：一般財団法人たんぽぽの家

企画：一般財団法人たんぽぽの家+MUESUM

編集：多田智美・白井瞭 [MUESUM]
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数字書体（問い）：松本悟 [たんぽぽの家アートセンターHANA]

＊本冊子を作成にあたり、さまざまな方にご協力をいただきました。深く御礼を申し上げます。
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